
ICT活用工事実施要領の改定について

令和６年３月２１日

改定のポイント

ＩＣＴ活用の取り組みをさらに推進します

１） 共通事項や実施方法等をわかりやすく再編

各要領に共通する事項を読みやすくまとめ、各要領をシンプルにしました

２） 施工者希望型における一部活用の取り扱いを統一

工種毎に異なっていた一部活用時の必須項目を統一しました

３） 受注者の提案による幅広い工種でのICT活用を推進

県で要領を定めていない工種についても、ＩＣＴ活用工事の対象にできる
ようになりました

島根県土木部技術管理課
令和6年4月1日に協議するものから対象です



１） 共通事項や実施方法等をわかりやすく再編

各要領に共通する事項を読みやすくまとめ、各要領をシンプルにしました

各工種毎に定める実施要領
（土工、舗装工、舗装修繕工、法面工）

【現行】
ICT活用する工種ごとに該当の実施要領を参照する
必要がありました

【変更】
基本的な事項は共通の実施要領にまとめました
※ただし農業農村整備事業、港湾・漁港事業はこれまでどおり別途定めています

・各工種毎に実施要領あり（各約10ページ）
・重複する内容もあり

・工種毎の要領は、工種別の対象工事や施工方法等のみを記載
（各数ページ程度）



２） 施工者希望型における一部活用の取り扱いを統一

工種毎に異なっていた一部活用時の必須項目を統一しました
。

【現行】
施工者希望型における
一部活用時の必須とするプロセスが工種毎に異なっていました

【変更】
施工者希望型における
一部活用の対象を以下に統一します

例）
3次元起工測量のみの実施

ICT活用の５段階（施工プロセス）
① ３次元起工測量
② ３次元設計データ作成
③ ⅠＣＴ建設機械による施工
④ ３次元出来形管理等の施工管理
⑤ ３次元データの納品

土工 舗装工 舗装修繕工 法面工 港湾工（参考）

①起工測量 △ △ ● ● ●
②設計データ作成 ● ● ● ー ●
③ICT機械施工 ● ● ● ー ●
④出来形管理 ● ● ● ● ●
⑤データ納品

ICT活用
施工プロセス

△※上記①〜④の成果となる

島根県版のICT活用工事（施工者希望型）
●＝いずれか一つ必須 △＝任意

（施工者希望型）

①起工測量

②設計データ作成

③ICT機械施工

④出来形管理

⑤データ納品

ICT活用
施工プロセス 共通

●

●

●

●

△
※上記①〜④の成果となる

●＝いずれか一つ必須 △＝任意

※ただし発注者指定型では、これまでどおり全ての
プロセスでの活用を基本とします

・ICT土工の場合 → 対象外

・ICT舗装工の場合 → 対象外

・ICT舗装修繕工の場合 → 対象

・ICT法面工の場合 → 対象

例）
3次元起工測量のみの実施

・全工種 → 対象

・人では危険で効率の悪い現場等でICT活用し、現場作業の
省力化や測量精度向上に期待



３） 受注者の提案による幅広い工種でのICT活用を推進

県で要領を定めていない工種についても、ＩＣＴ活用工事の対象にできるようになりました

県で実施要領を定めていない工種についても、契約後の受発注者協議により実施できる
ものとし、国土交通省がⅠＣＴ活用の要領※を定めている工種については、それらの要領

を準用する。

【現行】
実施要領は下記の該当工種のみに限定
していました

【変更】

１．ICT土工
２．ICT舗装工
３．ICT舗装修繕工
４．ICT法面工
５．港湾漁港事業版

（浚渫工等）
６．農業農村事業版

（ほ場整備工等）

〇県で実施要領を定めていない工種について

（参考） 国土交通省が要領等を公開しているもの・・・R6.3.13時点

※県版の要領に記載のない工種（例）

・作業土工（床掘） ・・・出来形管理を不要とする現場等

・土工1000m3未満 ・・・小型ICT建機を想定した施工等

・小規模土工 ・・・１か所あたり100m3未満等の狭隘現場

・付帯構造物設置工
・擁壁工
・地盤改良工
・基礎工
・河川浚渫
・構造物工（橋梁上部）
・構造物工（橋脚・橋台）

〇費用計上について

ICT機械の普及状況等により年々追加されています。
活用を希望する技術については協議することができます。

受注者から提案があり、協議が整った場合、
ICT活用工事の対象とします。

県に要領がない場合でも国土交通省がⅠＣＴ
活用の要領を定めている工種については、
それらの要領を準用して、必要な経費を計上
します。



ICT活用に応じた積算に変更するとともに、必要と認める経費については
実績に応じて数量等に設計変更し変更契約

①公告は従前どおり
②従来施工を前提とした積算

通常の入札

落札決定

公告

入札

契約

①ICT活用工事「施工者希望
型」を明示して公告
②従来施工を前提とした積算

施工者希望型（A型）

検査

落札決定

発注者指定型

①ICT活用工事「発注者指定型」
を明示して公告
②ＩＣＴ施工を前提とした積算

通常入札（総合評価方式で行う場合は、ICT活用実績を評価項目とする）

落札決定

必要と認める経費については
実績に応じて数量等を設計変更し

変更契約

Ｒ６年度ICT活用工事（島根県版）手続きフロー

創意工夫に関する計画書
に記載して提出

受注者はＩＣＴ活用を行う内容に
ついて確認（貸与データ等）

施工

発注者は、ICT活用工事計画書または創意工夫に関する計画書に記載されたICT活用の施工プロセスが実施されたことが確認できた場合、
ICT活用工事実績証明書を発行

ICT活用を希望した場合 協議が整った場合

受注者はＩＣＴ活用計画書を提出
あわせて、創意工夫に関する計画書にもICT活用内容について記載し提出

受発注者間でＩＣＴ活用について
協議する

受注者から申し出があった場合、
ICT活用について協議する

施工者希望型（B型）

ICT活用内容（活用した施工プロセスがわかるもの）を、創意工夫に関する実施報告書に記載して提出

自主的に実施する場合

ICT活用した施工の実施

発注者からの書面の候補工事通知は廃止。
協議書中で、ICT活用の対象有無、設計変更対象
の範囲などを受発注者間で決定。

事後アンケート（活用効果票）については特に指示がない場合は、提出不要（実施する場合は、技術管理課から別途依頼する）



工種毎の
発注方式

発注者指定型
（入札公告に明記）

施工者希望型（A型）
(入札公告に明記)

施工者希望型
（B型）

土工 5,000m3以上
で設定可能

5,000m3以上
原則全て

左記以外の方式で発
注された工事であっ
ても契約後の協議に
より事後設定できる

舗装工 ― 2,000m2以上
原則全て

舗装修繕工 ― 2,000m2以上
で設定できる

法面工 ― 1,000m2以上
で設定できる

（参考掲載）

港湾工
※港湾漁港事業版要領による

― 浚渫工、基礎工、
ブロック据付工を含む工事

ICT活用の施工プロセス

① ３次元起工測量
② ３次元設計データ作成
③ ICT建機による施工
④ ３次元出来形管理等の

施工管理
⑤ ３次元データの納品

【発注者指定型】

・公告に条件明記（ICT活用
必須）
・想定される経費を当初計上
（実績にて設計変更）

・工事成績で加点評価
※活用無の場合は減点評価
・全施工プロセスでのICT活
用を基本とする。

【施工者希望型（A型）】

・公告に条件明記（ICT活用
候補）
・必要と認める経費につい
て設計変更の対象とする
・工事成績で加点評価

【施工者希望型（B型）】

・公告に明記なし
・ICT活用工事に事後設定
・必要と認める経費につい
て設計変更の対象とする
・工事成績で加点評価あり

※ICTの一部活用も選択可
施工プロセス①②③④のいずれかを必須とする

土木部所管工事におけるICT活用の取り組み方針
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